
病害虫（カメムシ）予察の調査結果 

１ 調査期間 令和４年８月３日（水）～８月９日（火） 

２ 調査結果 

農事組合 
カメムシ 

フタオビ イモチ 
少ない 注意 

北大和  ● なし なし 

大和  ● なし なし 

南大和  ● なし なし 

弥生区１町内 ●  なし なし 

弥生区２町内  ● なし なし 

花月区１町内 ●  なし なし 

花月区３町内  ● なし なし 

花月区４町内 ●  なし なし 

花月区８町内 ●  なし なし 

総進区２町内 ●  なし なし 

総進区４・５町内１ ●  なし なし 

総進区４・５町内２ ●  なし なし 

徳富区学園  ● なし なし 

徳富区吉野２町内 ●  なし なし 

平   均  ●   

※カメムシは、フェロモントラップによる追加防除の判断基準 

（ななつぼし2.2匹／７日）との比較です。 

※注意の基準は、１日当たりの捕獲頭数が0.31匹以上の場合です。 

３ 総評 

・水稲の生育ステージは乳熟期～糊熟期にあり、カメムシの被害

を受けやすい時期となっています。 

・試験場からは今年はカメムシの発生が多いとの情報が出ていま

すが、防除により、平年並みに抑えられています。 
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